
目標

対象

受講期間 11週間程度

 標準修了時間 9:15

科　目　名 標準修了時間

家屋 9:15

実務研修　税務部門

固定資産税科（初級）家屋（※オンデマンド型）

・家屋に係る固定資産税の適正な評価、課税業務に必要な地方税法等の基礎的な知識の習得を図
る。
・適正な評価、課税のための業務遂行能力及び住民等への説明能力の向上を図る。
・根拠法令を理解することの重要性を認識し、必要な能力の向上に向けた意識の醸成を図る。

実務経験１年未満の職員

研修日程
【第１期】５/1(金）～７/15(水） 【第２期】８/３(月）～10/19(月）

【第３期】11/２(月）～１/20(水）

参加した研修生の声

・固定資産税の家屋について、基礎的な用語や家屋評価の仕組み等を学ぶことができ、大変参考になった。
・家屋評価の実務や今後の評価事務の取り扱いについて検討する際に役立つと思った。
・テキストの内容は、重要なポイントがまとまっているため、これからも適宜活用したいと思った。
・映像を踏まえた家屋評価方法等を知ることができたらさらに良いと感じた。

研修所メッセージ

・本研修（初級）は公益財団法人東京税務協会作成のオンデマンド型研修となります。中級は研修所での集合形
式で演習を中心に行います。
・オンデマンド研修のため、何度でも繰り返し学ぶことができます。また、指定の研修日程終了後も年度内は動画
を視聴することができます。

実施科目

科　目　内　容 方　　法

・地方税法総則
・固定資産税課税
・家屋評価

講　　義


